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い、3. 普通、4. 好き、5. とても好きの中から1つを選択するインタビュー形式にて行った。
次に白血球よりDNAを抽出し、LEP・LEPRのSNPsのうち今までにアジア人において肥満と有意











結 果  


























結 語  
本研究結果より、肥満関連物質レプチンは一部甘味嗜好抑制を介して肥満抑制に関与する
ことが証明された。さらにレプチン受容体遺伝子多型が甘味嗜好および肥満と関係すること
が判明し、生まれつき甘党で太りやすい体質を有する人が存在する可能性が示され、この情
報は生活習慣病予防および診療において有益な情報となりうると考えられた。 
